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１．はじめに

　世の中の変化のスピードが増している、そう感

じている読者も多いのではないだろうか。資料作

成、メール文面の調整、会議資料の要約、出張計

画、さらには家族旅行の相談まで、かつては検索

エンジンや経験者への相談に頼っていた作業を、

いまではAIに丸ごと尋ねることが珍しくなく

なった。

　私たちが本格的にAIを使い始めたのは、せい

ぜいここ数年のことである。それにもかかわらず、

この短い期間におけるAIの性能向上にはただた

だ驚かされるばかりである。つい最近も、AIが

東京大学や京都大学にトップ合格する成績を挙げ

たというニュースが私たちを驚かせたが、逆にも

はや驚くに値しないとすら感じた読者も多いかも
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　生成AIの急速な普及やロボティクスの高度化により、これらの技術が経済や社会に与える帰結への関心が急速
に高まっている。近年の学術研究の成果を踏まえつつ、AIなどの技術革新が雇用に与える影響について、理論・
実証・歴史の観点から文献を整理し、その全体像を提示する。
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